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編
集
後
記
に
か
え
て 

 
 
 
 

 
 

福
島 

清
（事
務
局
・
東
京
） 

本
会
は
、
本
件
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
を
糺
す
と

と
も
に
、「
秘
密
保
全
法
」（
→
特
定
秘
密
保
護

法
）
立
法
阻
止
を
目
的
に
、
２
０
１
３
年
１
月

29
日
、
札
幌
で
結
成
し
た
。
以
後
、
目
的
達
成

の
た
め
に
持
て
る
力
を
結
集
し
て
運
動
を
展
開

し
、
２
０
１
５
年
12
月
、
活
動
総
括
を
行
っ
て

組
織
的
活
動
の
中
断
を
決
定
し
た
。 

続
い
て
２
０
１
６
年
８
月
、
幹
事
会
は
解
散

す
る
が
、
事
務
局
（
福
島
清
、
根
岸
正
和
、
水

久
保
文
明
）
を
存
続
し
て
の
活
動
継
続
を
決
定

し
、
以
後
、
会
員
に
は
メ
ー
ル
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
全
活
動
の
共
有
を
願
い
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
（
詳
細
は
「
第
二
部
・
資
料 

総
括
と
決

定
」
の
項
参
照
）。 

 

以
下
、
事
務
局
を
担
当
し
た
一
人
と
し
て
、

本
会
発
足
準
備
段
階
か
ら
、
今
回
の
「
総
資
料

総
目
録
」
発
行
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
と
こ
の

運
動
の
中
で
実
感
し
た
こ
と
を
記
し
て
、
編
集

後
記
と
し
た
い
。
＝
文
中
敬
称
略
。 

 

本
会
結
成
か
ら
現
在
ま
で 

２
０
１
２
年
11
月
12
日
、
新
宿
・
常
圓
寺

で
秋
間
美
江
子
・
山
野
井
孝
有
（
た
か
ゆ
き
）

の
北
海
道
大
学
訪
問
報
告
会
を
開
催
し
た
。
準

備
に
当
た
っ
た
山
野
井
、
福
島
清
、
水
久
保
文

明
（
千
代
田
区
労
協
）
は
自
民
党
画
策
の
秘
密

保
全
法
を
阻
止
す
る
に
は
、
宮
澤
弘
幸
の
残
酷

な
体
験
を
共
有
す
る
何
ら
か
の
組
織
を
結
成
す

べ
き
だ
と
考
え
、
報
告
会
の
最
後
に
「
北
大
生
・

宮
澤
弘
幸
さ
ん
の
戦
時
下
の
ス
パ
イ
冤
罪
究
明

と
名
誉
回
復
を
求
め
る
会
」（
仮
称
）
結
成
を
呼

び
か
け
た
。
成
り
行
き
か
ら
事
務
局
長
を
引
き

受
け
た
。（
本
稿
末
尾
に
報
告
会
関
連
文
書
） 

直
ち
に
結
成
準
備
に
入
っ
た
。
北
大
Ｏ
Ｂ
で

既
に
「
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
の
調
査
・
追
及
を

し
て
い
た
北
大
Ｏ
Ｂ
の
山
本
玉
樹
、
毎
日
新
聞

労
組
Ｏ
Ｂ
の
大
住
広
人
、
刈
谷
純
一
、
橋
本
修

二
、
根
岸
正
和
、
秋
間
美
江
子
と
旧
知
の
坂
本

和
昭
、
登
山
家
の
寺
沢
玲
子
が
幹
事
に
就
き
、

結
成
と
な
っ
た
。
途
中
か
ら
奥
井
登
代
、
北
明

邦
雄
の
両
北
大
Ｏ
Ｂ
も
幹
事
と
な
っ
た
。
こ
の

間
の
２
０
１
５
年
８
月
、
志
半
ば
の
橋
本
修
二

が
亡
く
な
っ
た
。 

「
総
資
料
総
目
録
」
の
目
的 

結
成
以
降
、
２
０
１
７
年
末
ま
で
の
運
動
の

到
達
点
を
踏
ま
え
て
更
な
る
活
動
提
起
を
期
し

た
の
が
こ
の
「
総
資
料
総
目
録
」
で
あ
る
。 

運
動
の
過
程
で
強
く
再
認
識
し
た
の
は
、
国

家
権
力
犯
罪
の
卑
劣
さ
残
酷
さ
で
あ
る
。
同
時

に
そ
れ
ゆ
え
そ
の
痕
跡
を
徹
底
的
に
廃
棄
し
た

陰
険
さ
で
あ
る
。
77
年
を
経
た
今
、
再
び
そ
れ

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。 

 

安
倍
政
権
に
な
っ
て
そ
の
動
き
は
加
速
し
て

い
る
。
戦
争
へ
の
道
を
暴
走
す
る
安
倍
政
権
の

政
策
遂
行
姿
勢
は
、
嘘
・
傲
慢
・
卑
怯
・
隠
蔽

に
満
ち
、
ま
さ
に
「
国
家
権
力
犯
罪
」
の
様
相

で
あ
る
。
昨
年
発
生
し
た
「
モ
リ
・
カ
ケ
」
問

題
国
会
審
議
に
お
け
る
一
連
の
答
弁
は
、
そ
の

証
明
だ
。「
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な

信
託
に
よ
る
も
の
」（
憲
法
前
文
）
と
い
う
不
可

欠
の
認
識
、
さ
ら
に
歴
史
の
審
判
に
託
す
べ
く

全
記
録
を
残
す
と
い
う
姿
勢
は
ゼ
ロ
だ
。 

そ
う
で
あ
る
以
上
、
本
会
活
動
で
知
り
得
た

事
実
は
細
大
漏
ら
さ
ず
記
録
と
し
て
残
し
、
今

後
の
活
動
に
生
か
す
べ
き
と
考
え
た
。
こ
れ
は

北
海
道
大
学
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
北
大

現
当
局
の
本
会
と
本
事
件
へ
の
対
応
は
「
真
理

に
よ
っ
て
立
つ
自
主
独
立
の
自
修
心
を
追
究
す

る
」
と
の
建
学
精
神
に
悖
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
の
視
点
か
ら
で
あ
る
。 

 

『
総
資
料
総
目
録
』
作
成
で
は
、
徹
底
調
査

に
あ
た
っ
た
大
住
広
人
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
事
件
の
真
相
は
、
時
と
し
て
風
化
し
、
思

い
込
み
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
た
り
、
誤
解
も
さ
れ

る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
に
は
、
徹
底
し
た
事
実

確
認
し
か
な
い
。
第
一
部
「
論
考
」
が
指
摘
す
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る
「
正
確
に
伝
え
た
い
」
事
項
、
第
三
部
「
目

録
」
に
あ
る
戦
前
の
関
連
法
規
か
ら
、
事
件
に

関
わ
る
著
作
・
文
献
等
の
調
査
・
分
類
は
、
文

字
通
り
次
な
る
展
開
へ
の
資
料
と
な
る
。 

 

加
え
て
「
真
相
を
広
め
る
会
」
の
発
足
の
動

機
・
準
備
段
階
か
ら
活
動
経
過
等
も
、
全
て
を

記
録
と
し
て
収
録
し
た
。
運
動
に
携
わ
っ
た
者

た
ち
の
熱
い
思
い
と
行
動
、
そ
し
て
、
呼
び
か

け
に
応
え
て
自
覚
的
に
参
加
し
た
人
々
の
息
づ

か
い
も
ま
た
、
次
な
る
展
開
へ
の
決
意
で
あ
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
く
か
ら
だ
。 

 

次
な
る
展
開
へ
の
提
起
と
意
見 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
事
務
局
担
当
の
一
員
と

し
て
、
次
な
る
展
開
へ
の
問
題
提
起
と
意
見
を

ま
と
め
て
お
く
。 

 

第
一
は
、「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事

件
」
に
対
し
問
題
意
識
を
持
っ
て
行
動
さ
れ
た

方
々
の
先
見
性
と
努
力
へ
の
敬
意
で
あ
る
。
本

編
で
は
、
そ
の
代
表
と
し
て
、
上
田
誠
吉
、
秋

間
浩
、
山
野
井
孝
有
の
三
氏
を
紹
介
し
た
。
１

９
８
０
年
代
に
画
策
さ
れ
た
国
家
秘
密
法
が
特

定
秘
密
保
護
法
と
し
て
浮
上
し
、
そ
の
成
立
を

許
し
た
今
、
国
家
秘
密
法
の
危
険
性
を
徹
底
し

て
暴
き
、
後
世
へ
の
警
鐘
と
し
て
そ
の
記
録
を

残
し
た
上
田
誠
吉
弁
護
士
の
功
績
は
い
う
を
待

た
ず
、
優
し
さ
に
満
ち
た
そ
の
文
章
は
後
に
続

く
者
た
ち
へ
の
遺
産
で
も
あ
る
。 

秋
間
浩
の
科
学
者
と
し
て
の
冷
静
な
視
点
と

妻
・
美
江
子
へ
の
励
ま
し
、
山
野
井
孝
有
の
事

柄
の
本
質
を
暴
く
直
感
的
な
視
点
は
、
紹
介
し

た
通
り
だ
。
さ
ら
に
は
、
共
に
事
件
を
発
掘
報

道
し
、
運
動
を
支
え
発
展
さ
せ
た
多
く
の
北
大

Ｏ
Ｂ
は
じ
め
関
係
者
が
い
る
。
手
弁
当
で
集

会
・
行
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
カ

ン
パ
を
寄
せ
て
運
動
を
共
有
し
て
く
だ
さ
っ
た

み
な
さ
ま
の
努
力
に
敬
意
を
捧
げ
た
い
。 

 

第
二
は
、
本
会
が
編
集
・
発
行
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
加
え
、
花
伝
社
の
協
力
を
得
て
刊
行

し
た
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
―
戦
争
と
国
家
秘

密
』
は
、
上
田
誠
吉
弁
護
士
ら
の
著
作
を
踏
ま

え
て
、
冤
罪
を
知
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
に
広
く

知
ら
せ
る
上
で
高
い
評
価
を
頂
き
、
決
定
版
と

し
て
残
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
に
加
え
、
今
回
の
『
総
資
料
総
目
録
』

は
、
こ
れ
ら
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、

何
よ
り
も
国
家
権
力
の
犯
罪
を
徹
底
し
て
告
発

す
る
運
動
と
闘
い
の
た
め
に
、
そ
し
て
北
大
に

正
面
か
ら
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事

件
」
に
立
ち
向
か
わ
せ
る
た
め
の
運
動
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

や
研
究
者
た
ち
が
国
民
弾
圧
の
事
実
を
広
く
国

民
に
知
ら
せ
て
い
く
た
め
に
、
広
く
活
用
し
て

欲
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。 

 

第
三
は
、
北
大
関
係
の
み
な
さ
ん
に
は
、
無

礼
か
も
知
れ
な
い
が
、
１
９
８
０
年
代
の
国
家

秘
密
法
反
対
運
動
の
折
に
は
、
な
ぜ
北
海
道
大

学
に
対
し
て
調
査
と
責
任
明
確
化
の
要
求
が
な

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。 

記
録
に
よ
れ
ば
、
レ
ー
ン
夫
妻
は
１
９
５
１

年
に
北
大
復
帰
が
な
っ
た
が
、
宮
澤
弘
幸
に
つ

い
て
は
無
視
を
続
け
た
。
１
９
８
７
年
７
月
９

日
に
は
札
幌
で
札
幌
弁
護
士
会
主
催
の
「
国
家

秘
密
法
に
反
対
す
る
市
民
集
会
・
宮
澤
事
件
の

真
実
」
が
開
か
れ
、
秋
間
夫
妻
が
出
席
し
た
。

夫
妻
は
以
後
も
７
月
11
日
・
北
大
生
活
協
同
組

合
、
13
日
・
函
館
弁
護
士
会
、
14
日
・
旭
川

弁
護
士
会
の
そ
れ
ぞ
れ
主
催
す
る
国
家
秘
密
法

反
対
の
た
め
の
集
会
に
出
席
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
１
９
９
３
年
12
月
に
は
、
フ
ォ
ス

コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
を
は
じ
め
、
宮
澤
を
知
る
多

く
の
関
係
者
の
貴
重
な
証
言
が
記
録
さ
れ
た
ビ

デ
オ
『
レ
ー
ン
・
宮
澤
事
件
―
も
う
一
つ
の
12

月
８
日
』
が
制
作
・
発
行
さ
れ
た
。 

そ
れ
で
も
北
大
が
宮
澤
弘
幸
に
関
し
て
学
内

調
査
し
た
形
跡
は
な
く
、
そ
れ
を
求
め
る
運
動

も
組
織
さ
れ
て
い
な
い
。
北
大
内
部
か
ら
「
調

査
報
告
＝
宮
澤
弘
幸
・
レ
ー
ン
夫
妻
軍
機
保
護

法
違
反
冤
罪
事
件
再
考
―
北
海
道
大
学
所
蔵
史

料
を
中
心
に
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
よ
う
や

く
２
０
１
０
年
10
月
の
こ
と
だ
っ
た
。 



 

- 178 - 

本
会
が
開
催
し
た
集
会
な
ど
で
、
参
加
し
た

北
大
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
レ
ー
ン
夫
妻
に
学
ん
だ
こ
と

を
回
想
す
る
一
方
、
同
夫
妻
が
弾
圧
さ
れ
た
こ

と
、
ま
し
て
宮
澤
弘
幸
が
冤
罪
で
苦
し
ん
だ
こ

と
は
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
と
の
発
言
が

な
さ
れ
た
の
は
驚
き
だ
っ
た
。 

 

な
ぜ
、
多
く
の
関
係
者
が
健
在
だ
っ
た
80
年

代
に
、
北
大
当
局
に
対
し
て
宮
澤
弘
幸
に
関
す

る
徹
底
調
査
を
求
め
、
宮
澤
弘
幸
を
守
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
責
任
を
糺
す
要
求
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
、
疑
問
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 

北
大
は
２
０
１
３
年
５
月
に
な
っ
て
、
よ
う

や
く
再
調
査
し
た
結
果
を
、
見
つ
か
っ
た
文
書

を
以
て
送
付
し
て
き
た
。
な
ぜ
こ
う
し
た
基
本

文
書
す
ら
、
こ
れ
ま
で
探
さ
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
も
依
然
と
し
て
残
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
北
海
道
大
学
の
姿
勢
を
問
い

続
け
る
行
動
の
重
要
性
を
強
調
し
た
い
。 

 

進
め
ら
れ
た
連
帯
行
動 

第
四
は
、
国
家
権
力
犯
罪
を
糺
す
運
動
と
の

連
帯
で
あ
る
。
率
直
に
言
っ
て
、
山
野
井
孝
有

か
ら
聞
く
ま
で
、
北
大
で
起
き
た
ス
パ
イ
冤
罪

事
件
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
真
相
を

広
め
る
活
動
の
中
で
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

家
賠
償
要
求
同
盟
と
そ
の
活
動
の
一
端
を
知
っ

た
。
札
幌
で
の
結
成
集
会
に
は
、
宮
田
汎
・
北

海
道
本
部
会
長
が
参
加
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

同
盟
の
み
な
さ
ん
は
、
本
会
の
活
動
を
注
目
し

全
面
的
に
支
援
し
て
く
れ
た
。 

 

さ
ら
に
同
同
盟
が
発
行
し
た
「
治
安
維
持
法

体
制
下
の
弾
圧
（
１
）
虐
殺
―
国
家
権
力
の
犯

罪
」
と
「
治
安
維
持
法
体
制
下
の
弾
圧
（
２
）

獄
死
者
―
国
家
権
力
の
犯
罪
」
と
題
し
た
二
冊

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
知
っ
た
。「
虐
殺
」
パ
ン
フ

に
は
、
２
０
１
４
年
５
月
現
在
と
し
て
95
人
の

氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

同
同
盟
は
、
治
安
維
持
法
下
の
弾
圧
犠
牲
者

の
発
掘
調
査
を
今
な
お
徹
底
し
て
追
及
し
て
い

る
。
同
時
に
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
対
し
て

一
日
も
早
い
名
誉
回
復
・
謝
罪
と
国
家
賠
償
を

求
め
て
、
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
本
件
冤
罪

事
件
の
活
動
も
、
そ
の
一
環
と
位
置
づ
け
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

 

第
五
は
、
本
会
の
今
後
に
つ
い
て
の
私
見
で

あ
る
。
本
会
活
動
の
一
つ
に
、
韓
国
・
慰
安
婦

報
道
記
事
を
「
捏
造
し
た
」
と
の
不
当
な
攻
撃

と
闘
う
植
村
隆
・
元
朝
日
新
聞
記
者
の
裁
判
闘

争
支
援
が
あ
る
。
東
京
で
は
西
岡
力
と
文
藝
春

秋
社
、
札
幌
で
は
、
櫻
井
よ
し
こ
、
新
潮
社
、

ワ
ッ
ク
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
が
被
告
だ
。 

問
題
は
「
捏
造
記
者
」
攻
撃
の
不
当
さ
に
加

え
て
、
植
村
隆
の
家
族
や
勤
務
先
大
学
へ
の
組

織
的
な
攻
撃
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
ス
パ
イ
の
家
族
」
攻
撃
と
同
質
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
裁
判
は
徹
底
勝
利
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

米
軍
占
領
下
の
現
実
直
視
を 

 

第
六
は
、
２
０
１
８
年
最
大
の
政
治
課
題
と

な
る
「
安
倍
壊
憲
」
と
の
闘
い
だ
。
ひ
た
す
ら

憲
法
改
正
を
叫
ぶ
安
倍
首
相
ら
が
徹
底
し
て
隠

蔽
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
米
安

保
条
約
の
下
、
日
米
地
位
協
定
―
日
米
合
同
委

員
会
に
よ
っ
て
、
日
本
は
、
い
ま
な
お
「
ア
メ

リ
カ
軍
の
占
領
下
に
あ
る
」
と
い
う
現
実
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
無
限
の

押
し
つ
け
だ
。 

こ
の
視
点
に
立
て
ば
、
沖
縄
辺
野
古
・
高
江

で
の
米
軍
基
地
建
設
、
日
本
全
土
が
米
軍
基
地

化
さ
れ
て
い
る
事
実
、
ト
ラ
ン
プ
に
武
器
を
買

え
と
言
わ
れ
て
無
条
件
に
従
う
日
本
政
府
の
姿

勢
の
根
源
が
明
確
に
見
え
て
く
る
。「
憲
法
改
定

の
前
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
事
支
配
を
断
ち
切
れ
」

と
主
張
し
、
そ
の
た
め
の
運
動
を
起
こ
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
の

本
質
が
戦
争
へ
の
道
に
続
く
弾
圧
で
あ
る
以
上
、

戦
争
へ
の
道
を
阻
止
す
る
闘
い
は
、
そ
う
あ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。 

押
し
つ
け
を
承
知
で
、
参
考
図
書
を
紹
介
し
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て
お
き
た
い
。「
検
証
『
地
位
協
定
』
日
米
不
平

等
の
源
流
」（
琉
球
新
報
社
・
地
位
協
定
取
材
班
）

「
本
土
の
人
間
は
知
ら
な
い
が
、
沖
縄
の
人
は

み
ん
な
知
っ
て
い
る
こ
と
」（
須
田
慎
太
郎
、
矢

部
宏
治
）「
日
本
は
な
ぜ
、『
基
地
』
と
『
原
発
』

を
止
め
ら
れ
な
い
か
」（
矢
部
宏
治
）
「
日
本
は

な
ぜ
、『
戦
争
が
で
き
る
国
に
な
っ
た
の
か
』（
矢

部
宏
治
）「
本
当
は
憲
法
よ
り
も
大
切
な
『
日
米

地
位
協
定
入
門
』」（
前
泊
博
盛
）「
検
証
『
法
治

国
家
崩
壊
―
砂
川
裁
判
と
日
米
密
約
交
渉
』（
吉

田
敏
浩
＋
新
原
昭
治
、
末
浪
靖
司
）「
知
っ
て
は

い
け
な
い
―
隠
さ
れ
た
日
本
支
配
の
構
造
」（
矢

部
宏
治
）「
『
日
米
指
揮
権
密
約
』
の
研
究
」（
末

浪
靖
治
）「
ス
ノ
ー
デ
ン
、
監
視
社
会
の
恐
怖
を

語
る
」（
小
笠
原
み
ど
り
）「『
日
米
合
同
委
員
会
』

の
研
究
」（
吉
田
敏
浩
） 

 
 
 
 

 
 
 

＊ 

 

最
後
に
、
本
会
の
事
務
局
を
置
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
千
代
田
区
労
働
組
合
協
議
会
に
感

謝
し
た
い
。
小
林
秀
治
議
長
は
じ
め
常
任
幹
事

の
み
な
さ
ん
は
全
員
が
本
会
の
会
員
と
な
っ
て

本
会
の
集
い
や
ビ
ラ
ま
き
な
ど
の
宣
伝
行
動
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
を
担
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
。
自
覚
的
労
働
者
た
ち
の
支
援
は
本

会
活
動
継
続
の
大
き
な
力
で
あ
る
。
感
謝
を
込

め
、
引
き
続
き
支
援
を
要
請
し
た
い
。 

 
 
 

♦ 

本
会
結
成
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
は
パ
ン
フ

等
に
記
録
さ
れ
て
な
い
の
で
、
運
動
出
発
の
原

点
と
し
て
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。
運
動
が

孵
化
す
る
と
き
の
と
き
め
き
を
感
じ
さ
せ
る
資

料
と
し
て
参
考
に
し
て
欲
し
い
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

【
北
海
道
大
学
訪
問
報
告
会
開
催
案
内
】 

悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に 

秋
間
美
江
子
さ
ん
、
山
野
井
孝
有
さ
ん 

北
海
道
大
学
訪
問
報
告
会
の
ご
案
内 

 

い
ま
「
秘
密
保
全
法
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
上
程
さ
れ
れ
ば
、
民
・

自
・
公
の
多
数
で
即
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

何
と
し
て
も
上
程
さ
せ
な
い
運
動
が
急
務
だ

と
、
新
聞
労
連
、
自
由
法
曹
団
な
ど
が
訴
え
て

い
ま
す
。 

「
秘
密
保
全
法
」
が
国
民
に
何
を
強
要
す
る

か
―
―
。
そ
れ
を
具
体
的
に
証
明
す
る
事
実
が
、

か
つ
て
あ
り
ま
し
た
。
山
野
井
孝
有
さ
ん
が
「
我

慢
で
き
な
い
、
許
せ
な
い
」
で
訴
え
た
、『
悲
劇

を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
―
北
大
生
・
宮
沢

弘
幸
「
ス
パ
イ
」
事
件
の
真
相
を
訴
え
る
―
』

で
す
。 

 

２
０
１
２
年
10
月
25
日
付
「
毎
日
新
聞
・

北
海
道
版
」「
北
海
道
新
聞
」
を
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
同
様
の
記
事
が
、
朝
日
新
聞
（
北

海
道
版
）
に
掲
載
さ
れ
、
11
月
２
日
朝
６
時
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ
う
日
本
」
で
も
約
10
分
間
、

報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
」
の
当
事
者
、

宮
澤
弘
幸
さ
ん
の
妹
・
秋
間
美
江
子
さ
ん
が
、

ま
だ
日
本
に
滞
在
中
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
秋
間
さ
ん
と
、
長
年
に
わ
た
っ
て

秋
間
さ
ん
と
交
流
し
、
今
回
の
北
海
道
大
学
へ

も
同
行
し
た
山
野
井
孝
有
さ
ん
を
囲
ん
で
、
別

紙
の
よ
う
に
報
告
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

 

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
…
…
。
秘
密

保
全
法
国
会
上
程
を
阻
止
す
る
た
め
に
…
…
。 

 

会
場
の
常
円
寺
は
、
宮
澤
家
の
菩
提
寺
で
あ

り
、
宮
澤
弘
幸
さ
ん
も
こ
こ
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

 

ご
都
合
を
つ
け
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
呼
び
か
け
ま
す
。 

  

２
０
１
２
年
11
月
４
日 

 
 
 
 

石
井
忠
治
、
岩
田
健
一
、
大
住
広
人
、

大
貫
安
弘
、
小
川
忠
男
、
田
場
武
勝
、 

田
村
徳
章
、
戸
塚
章
介
、
福
島
清
、 

水
久
保
文
明 



 

- 180 - 

【
２
０
１
２
・
11
・
12
報
告
会
報
告
】 

「
秘
密
保
全
法
」
を
阻
止
し
よ
う
／
北
大

生
・
宮
澤
弘
幸
さ
ん
の
ス
パ
イ
冤
罪
の
名
誉

回
復
／
秋
間
美
江
子
さ
ん
・
山
野
井
孝
有
さ

ん 

北
海
道
大
学
訪
問
報
告
会 

 

「
ス
パ
イ
冤
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
北
海
道
大
学

生
・
宮
澤
弘
幸
さ
ん
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
な

い
た
め
に
―
秋
間
美
江
子
さ
ん
・
山
野
井
孝
有

さ
ん
の
北
海
道
大
学
訪
問
報
告
会
」
が
、
11
月

12
日
、
宮
澤
弘
幸
さ
ん
が
眠
る
新
宿
・
常
圓
寺

で
開
か
れ
、
長
年
、
真
相
究
明
に
取
り
組
ん
で

き
た
山
本
玉
樹
・
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
資

料
研
究
員
を
は
じ
め
、
上
田
誠
吉
弁
護
士
と
一

緒
に
調
査
に
あ
た
っ
た
藤
原
真
由
美
弁
護
士
ら

30
人
以
上
が
集
ま
っ
た
。
明
珍
美
紀
・
元
新
聞

労
連
委
員
長
、
東
海
林
智
・
前
新
聞
労
連
委
員

長
は
毎
日
新
聞
記
者
と
し
て
、
ま
た
十
勝
毎
日

新
聞
東
京
支
社
の
池
谷
智
仁
記
者
も
取
材
し
た
。 

最
初
に
、
85
歳
に
な
る
宮
澤
弘
幸
さ
ん
の

妹
・
秋
間
美
江
子
さ
ん
（
コ
ロ
ラ
ド
州
在
住
）

を
支
え
て
き
た
山
野
井
孝
有
さ
ん
（
毎
日
新
聞

Ｏ
Ｂ
）
が
、
こ
の
事
件
の
真
相
と
今
回
の
北
海

道
大
学
訪
問
に
至
る
経
過
を
報
告
し
た
。
詳
細

は
山
野
井
さ
ん
が
書
い
た
「
我
慢
で
き
な
い
、

許
せ
な
い
」
を
参
照
し
て
欲
し
い
。 

秋
間
美
江
子
さ
ん
は
「
私
の
よ
う
な
人
間
を

再
び
作
ら
な
い
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
頑
張
っ
て

下
さ
い
。
私
が
最
も
愛
す
る
日
本
の
国
の
こ
と

に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
尽
く
せ
る
だ
け
尽
く
し

ま
す
か
ら
。
で
も
私
の
力
は
小
さ
い
で
す
か
ら
、

み
な
さ
ん
是
非
お
願
い
し
ま
す
」
と
訴
え
た
。 

山
本
玉
樹
さ
ん
は
、
上
田
誠
吉
弁
護
士
の
著

書
「
あ
る
北
大
生
の
受
難
―
国
家
機
密
法
の
爪

痕
」
と
、
北
大
遠
友
学
舎
公
開
講
座
で
講
義
し

た
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
に
関
す
る
膨
大
な
資
料

を
手
に
、
上
田
誠
吉
弁
護
士
と
一
緒
に
北
海
道

で
長
年
に
わ
た
っ
て
宮
澤
さ
ん
の
事
件
の
調

査
・
告
発
を
続
け
て
き
た
活
動
を
報
告
し
、「
北

海
道
大
学
関
係
者
は
、
平
和
と
真
理
に
つ
い
て

B
e
 A
m
bi
t
io
us

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
理

を
壊
す
者
に
対
し
て
、
闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。 

東
京
合
同
法
律
事
務
所
の
藤
原
真
由
美
弁
護

士
は
「
ス
パ
イ
は
０
０
７
の
映
画
の
よ
う
に
、

ど
こ
か
に
い
る
の
で
は
な
く
て
国
家
が
作
る
の

で
す
。
国
家
が
作
っ
た
秘
密
を
知
ろ
う
と
す
る

好
奇
心
や
知
的
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
が
ス
パ

イ
と
さ
れ
る
の
で
す
。
宮
澤
弘
幸
さ
ん
の
事
件

を
調
べ
て
い
く
と
、
何
が
ス
パ
イ
行
為
な
の
か

が
全
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
当
時
の
判
決
文

は
焼
却
処
分
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
事
件
を
担

当
し
た
検
事
、
裁
判
官
、
弁
護
士
に
聞
い
て
も

何
も
話
し
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
上
田
誠
吉
弁

護
士
は
『
何
が
秘
密
か
、
そ
れ
が
秘
密
だ
』
と

言
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、
国
家
機
密
な
る
も
の

の
本
質
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。 

国
民
救
援
会
の
山
田
善
二
郎
さ
ん
は
、
予
科

練
を
志
願
し
た
軍
国
少
年
だ
っ
た
が
、
戦
後
は

英
語
が
で
き
る
の
で
ア
メ
リ
カ
の
ス
パ
イ
組
織

で
あ
る
キ
ャ
ノ
ン
機
関
で
働
い
た
当
時
起
こ
っ

た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
鹿
地
亘
の
拉
致
監
禁

事
件
と
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
パ
イ
養
成
等
に
つ
い

て
、
生
々
し
い
経
験
を
話
し
た
。 

会
場
か
ら
は
、
治
安
維
持
法
国
家
賠
償
同
盟

の
藤
田
廣
登
さ
ん
、
１
９
５
０
年
の
イ
ー
ル
ズ

闘
争
時
に
退
学
処
分
を
受
け
、
現
在
は
三
鷹
事

件
真
相
追
及
活
動
を
し
て
い
る
梁
田
政
方
さ
ん

が
こ
の
事
件
の
重
要
性
を
訴
え
た
。 

最
後
に
呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ
る
福
島
清

が
、
北
海
道
大
学
に
対
し
て
事
件
の
真
相
究
明

と
、
宮
澤
弘
幸
さ
ん
の
退
学
処
分
取
り
消
し
・

名
誉
回
復
を
求
め
て
い
く
た
め
に
、
北
海
道
在

住
の
関
係
者
と
協
力
し
て
「
北
大
生
・
宮
澤
弘

幸
さ
ん
の
戦
時
下
の
ス
パ
イ
冤
罪
究
明
と
名
誉

回
復
を
求
め
る
会
」（
仮
称
）
を
結
成
し
て
、
秘

密
保
全
法
を
阻
止
す
る
闘
い
と
結
び
付
け
て
運

動
を
起
こ
す
こ
と
を
提
起
し
、
参
加
者
に
協
力

を
要
請
し
た
。 


